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﹈を
第
24
回
稲
門
建
築
会

特
別
功
労
賞
に
推
薦
い
た
し
ま
す
。

　
彼
は
早
稲
田
大
学
に
て
建
築
史
の
専
門
教
育
を

受
け
、
現
在
は
京
都
国
立
近
代
美
術
館﹇
M
o

M
A
K
﹈

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
直
近
で
は
2
0
2
1
年
1

月
6
日﹇
水
﹈︱
3
月
7
日﹇
日
﹈
ま
で
彼
が
キ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
た
「
分
離
派
建
築
会
1
0
0
年 

建
築
は
芸
術

か
？
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
彼
は
学
生
中
か
ら
日
本
建
築
学
会
等
で
受
賞
を

重
ね
、
当
方
の
研
究
室
内
に
お
い
て
は
建
築
家
ア
ド

ル
フ・ロ
ー
ス
の
全
論
考
の
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核

と
し
て
事
業
を
進
め
、そ
れ
ら
は
み
す
ず
書
房
等
か

ら
出
版
を
果
た
し
ま
し
た
。ロ
ー
ス
の
全
論
考
が
日
本

語
で
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
思
想
を
深
く

検
討
で
き
る
こ
と
は
、初
期
近
代
建
築
の
研
究
に
画

期
的
な
土
台
を
作
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
博
士
課
程
在
籍
時
か
ら
関
わ
っ
た
本
庄
市
の

煉
瓦
倉
庫
に
あ
っ
て
は
、保
存
の
た
め
の
啓
蒙
活
動
か

ら
再
生
設
計
に
関
わ
る
ま
で
そ
の
困
難
な
事
業
を
遂

行
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、2
0
1
9
年
度
日
本
建
築

学
会
作
品
選
奨
な
ら
び
に
2
0
1
8
年
度
に
国
際

的
な
賞
で
あ
る
U
N
E
S
C
O
ア
ジ
ア
太
平
洋
文
化

遺
産
保
全
功
績
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

︱そ
の
ほ
か
早
稲
田
建
築
ア
ー
カ
イ
ブ
ス﹇
W
A
A
﹈
で
の

中
心
的
作
業
を
担
っ
た
点
で
稲
門
建
築
会
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
職
場
で
あ
る
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に

お
い
て
も
各
国
と
の
強
い
ア
ー
カ
イ
ブ
連
携
を
も
と

に
力
強
く
近
代
建
築
展
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
今
後
日
本
を
代
表
す
る
、
史
実
に
基
づ

き
か
つ
斬
新
な
建
築
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

と
思
い
ま
す
。
受
賞
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
が
さ
ら
に
活

発
化
す
る
こ
と
を
強
く
願
い
、
こ
こ
に
心
か
ら
推
薦

い
た
し
ま
す
。
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  ［展示］
●  分離派建築会100年 建築は芸術か？
  京都国立近代美術館｜2021年1月―3月｜---------1｜

 –
  設計＝木村松本建築設計事務所［木村吉成・松本尚子・浦田友博］

  グラフィック＝西村祐一［Rimishuna］

 企画＝本橋仁［京都国立近代美術館］

 施工＝株式会社GODO［川村康裕・佐々木友恵・加藤志織］

 –
●  チェコデザイン 100年の旅
  京都国立近代美術館｜2020年3月―5月｜--------- 2｜

 –
  グラフィック＝西村祐一［Rimishuna］

  スキーム＝本橋仁［京都国立近代美術館］

 施工＝株式会社GODO［川村康裕・佐々木友恵・加藤志織］

  ［企画］
● 演劇シリーズ「家を渉る劇」｜2017年―｜---------3｜

 文化財建造物を使った演劇を、
 おなじく早稲田大学建築学科卒業の
 黒田瑞仁・渡辺瑞帆と協働で企画、実施。
 いずれも演劇集団ゲッコーパレード主催。
 – 
 第1回＝島薗家住宅（東京・文京）

 第2回＝旧里見 邸（神奈川・鎌倉）

 第3回＝早稲田大学坪内博士記念演劇博物館（東京・新宿）

 第4回＝宮城野納豆製造所（宮城・仙台）

 第5回＝チュラーロンコーン大学（タイ・バンコク） 
 –
● 感覚をひらく―新たな美術鑑賞プログラム創造推進事業
 京都国立近代美術館｜---------4｜

 「みる」ことを中心としてきた美術館での体験の問い直し。
 そのための障害の有無を超えた、
 プログラムの開発に取り組んでいる。
 単なる「健常者」から「障害者」への一方的支援ではない
 ユニバーサルな鑑賞のあり方の模索による、
 あらたな美術鑑賞の方法を模索。
 https: //www.momak.go.jp/senses/  

  ［書籍］
●  『ホルツ・バウ―近代初期ドイツ木造建築』
  ［ガデン出版発行、2020年］｜---------5｜

 編集・企画＝福島加津也、冨永祥子、本橋仁、佐脇礼二郎
 執筆＝ポール・メイエンコート、ケイトリン・ミューラー、
 長谷川豪、ヤン・タイセン 
 デザイン＝西村祐一／Rimishuna

  ［職歴］
● 2017年―  
 京都国立近代美術館 特定研究員 
● 2019年―  
 京都芸術大学 非常勤講師 
● 2021年―  
 長岡造形大学 非常勤講師
 –
● 2015―17年 
 株式会社メグロ建築研究所 取締役
● 2013―17年 
 早稲田大学理工学術院建築学科 助手 
 
  ［学歴］
● 2011―15年 
 早稲田大学創造理工学研究科 
 建築学専攻博士課程
● 2009―11年 
 早稲田大学創造理工学研究科
 建築学専攻修士課程
● 2005―09年
  早稲田大学理工学部建築学科
 –
● 2017年7月
  「地方銀行の製糸金融と繭担保倉庫の発生
 ―明治二九年竣工旧本庄商業銀行
 煉瓦倉庫建設過程からみる
 地域産業発達の近代的特質―」で
 博士（工学）（早稲田大学 32689甲第5226号）
 学位取得  

  ［受賞］
● 2020年 
  DAM Architectural Book Awards 2020
● 2019年 
  日本建築学会 日本建築学会作品選奨
● 2018年 
  ユネスコアジア太平洋文化遺産保全賞 功績賞
● 2009年 
  日本建築学会 日本建築学会優秀卒業論文賞

本 橋  仁 も と は し・じ ん
―
京都国立近代美術館特定研究員、博士（工学）
1986年6月16日生まれ（34歳）
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